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 クラスはお家、専科はお外  
  

専科の授業への心構えについて、学級担任の時、こんな話を子供たちにしていました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同様の実践をされている先生方も多いと思われますが、アレンジしてご活用ください。 

専科の先生方と情報連携をしながら進めてください。空き時間ですが、時折、専科の授

業に顔を出すと指導の効果がさらに上がります。専科の先生方からも気がついた点を学級

担任の先生にお伝えください。№２でお伝えした「肯定的な言葉のシャワー」も交えなが

ら指導をすると効果がさらに高まります。 

 

専科の授業に遅れないこと、専科の忘れ物をしないことを、 

どの学級でも指導・徹底をお願いいたします 

皆さんが大人になって働くようになったら、少し家で甘えたり、だらだらしたりして

も、一旦、外に出たら、しっかりと責任を果たせる人になって欲しいと考えています。

人間は、いつでもどこでも手を抜かず目一杯頑張ることはできません。どこかで、ふっ

と心を休めたり、わがままが言ったりする場所も必要です。私は、それがお家であると

思います。そして、今皆さんが、しっかりやるべきところが学校です。大人になったら、

それが仕事場となります。 

学校の中に置き換えると、「クラスはお家です」それに対して「専科は家の外」にな

ります。少し位のことがあっても、先生は受け止めてあげたいと思います。でも、専科

の授業は違います。「専科で忘れ物をするなんてありえない」という強い心構えをもって

ください。授業に遅れることもありえません。専科の先生方は、１週間に２時間という

限られた時間の中で、みなさんに授業をしてくださいます。おしゃべりや話を聞いてい

なくて時間をロスしたら、計画通りに授業が進みません。忘れ物が多かったら授業にな

らなりません。「専科は、お外」という高い意識をもって、各先生方の授業を受けることが、

専科がほとんどとなる中学校や高校でも必ず役に立ちます。また、大人になって働くよ

うになった時、人から信頼され責任を果たせる人になります。 

 


